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１−１．本研究の意義について



































































































































2 宝生 無数の分別の自性 平等性智 2　平等性智
3 弥陀 無余の顚倒 妙観察智 3　妙観察智
4 不空成就 成所作智 無余の生類に対し利益を生ずる因となる 4　成所作智






7 宝波羅蜜 無余の相 無相を自性とする 2　無相
8 法波羅蜜 非実在の夢 無願を自性とする 3　無願
9 羯麿波羅蜜 顚倒した願を成す 無作を自性とする 4　無作







11 王 眼などの（感覚器官）の有所得 内の空性を自性とする 菩提心を請召する因 1　内空
12 愛 色などの有所得 外の空性を自性とする 請召などの慈愍の因 2　外空
13 喜 内外の所所と身と住の有所得 内外の空性を自性とする 愛着の心の満足を生じる因 3　内外空
十六大菩薩（南）14 宝 空性を有所得 空性を生じる自性 菩提心を増大させる幢を灌頂する因 4　空空




16 幢 有為の福徳の積集の所得 有為の空性自性 威光を得ることによって慈の相の因となる 7　有為空
17 笑 無為の菩提の積集の所得 無為の空性の自性 8　無為空




19 利 輪に依止すること 無始無終の空性 三昧地を成じるなど真実智を生じる 10　無始空









23 護 自と共通の相の所得 自の相を空性の自性とする 業に住する者達の集まる因 13　自性空
24 牙 無所得と所得 不可得空性の自性 護衛など障碍を鎮める因 15　不可得空












27 慢 破戒 持戒を自性とする 2　持戒
28 歌 忿怒 忍辱を自性とする 3　忍辱
29 舞 懈怠 精進を自性とする 4　精進
外四共
30 香 悪慧 般若を自性とする 5　慧
31 華 散乱 禅定を自性とする 6　禅
32 灯 驕慢 発願を自性とする 7　願










35 索 大乗に入る 精進を自性とする行の自性 2　精進根
36 鏁 失念 憶念を自性とする 断絶の欲を対治する因 3　念根
























































































































































































































































































46 号　2014 年 3月
野口圭也　1993「マンダラの成立根拠」立川武蔵編『曼荼羅と輪廻─その
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